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小学6年生が自然や平和、そして生命の大切さを学ぶ「沖縄までいの旅」。村外の小
学校に転校した16人を含む50人の子どもたちが、12人のスタッフと共に、７月20日から23
日まで、３泊４日をかけて沖縄を旅しました。
1日目には首里城の見学やサンゴ染め体験を通して沖縄の歴史・文化に触れ、２日目に

は平和祈念公園や読谷村で現地の人の話を聞いて平和について学び、また３日目には
ビーチや水族館で豊かな自然を体感しました。しかもそれだけではありません。50人の仲
間と行く旅の中で子どもたちの言動は変化し、集団としても大きく成長していきました。

小学６年生50人が沖縄の自然・文化・歴史を訪ねました
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ガマを訪れた後には、読谷村の子どもたちと交流。あたたかな歓迎を受けました
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。 どうして沖縄の人たちが

こんな目に合わなくちゃならなかったんだろう　


